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謹賀新年



　

皆
さ
ま
に
は
、
新
し
い
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
Ｊ
Ａ
事
業
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
初
頭
よ
り
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
現
在
私

た
ち
は
人
類
史
上
未
曽
有
の
危
機
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
感
染
症
が
ど
こ
ま

で
拡
大
し
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
い
つ
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
る
の
か
。
現
代
を

生
き
る
私
た
ち
に
は
経
験
の
な
い
こ
と
だ
け
に
予
測
が
困
難
で
、
不
安
は
増
す
ば
か

り
で
す
。
そ
し
て
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
日
本
の
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
し
た

が
、
農
業
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
組
合
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
県
農
林
振
興

セ
ン
タ
ー
の
協
力
の
も
と
６
月
よ
り
営
農
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
農
業
者
の
皆
さ
ま

の
支
援
に
あ
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

最
善
の
方
法
を
模
索
し
、
皆
さ
ま
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
当
組
合
で
は
昨
年
６
月
よ
り
新
た
な
執
行
体
制
の
も
と
「
農
業
者
の
所
得

増
大
」
と
「
農
業
生
産
の
拡
大
」、「
地
域
の
活
性
化
」
を
基
本
目
標
に
掲
げ
、「
創

造
的
自
己
改
革
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
事
前
に
企
画
し
て
お
り
ま
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
や
イ
ベ
ン
ト
を
や
む
を
得
ず
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
感
染
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
組
合
員
や
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
理
解
を

い
た
だ
き
な
が
ら
役
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
の
進
行
や
後
継
者
の
減
少
、
ま
た
遊
休
農

地
や
耕
作
放
棄
地
の
増
大
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
営
農
支
援
・
遊
休
農
地
の
活

用
・
担
い
手
育
成
支
援
等
の
機
能
を
備
え
た
「
Ｊ
Ａ
出
資
型
農
業
法
人
」
の
設
立
に

関
す
る
協
議
・
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
８
月
に
は
正
組
合
員
の
約
２
割
に
あ
た

る
皆
さ
ま
に
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
同

法
人
に
農
作
業
を
委
託
し
た
い
と
い
う
お
声
を
最
も
多
く
い
た
だ
い
た
羽
生
地
区
を

モ
デ
ル
地
区
に
選
定
し
、
さ
ら
に
深
い
ご
意
見
を
お
伺
い
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
12
月
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
末
に
は
悲
願
の
Ｊ
Ａ
青
年
部
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。
若
手
農
業
者

と
Ｊ
Ａ
が
連
携
す
る
こ
と
で
、
栽
培
技
術
や
経
営
な
ど
の
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を

行
い
、
将
来
の
地
域
農
業
を
支
え
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
、
地
域
、
そ
し
て
Ｊ
Ａ
を
と
り
ま
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
ま
す
が
、今
後
も
営
農
・
経
済
事
業
を
柱
に
基
盤
づ
く
り
を
行
い
な
が
ら
、金
融
・

共
済
事
業
を
充
実
さ
せ
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
参
る
所
存
で
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
ま
た
地
域
農
業
に
と
っ
て
実
り
多
き
一
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

謹
ん
で

　　　新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

代
表
理
事
組
合
長
　

大
　
塚
　
　
　
宏

❷



　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 理

事
会
か
ら

11
月
30
日
の
議
案

①
上
半
期
監
事
監
査
意
見
書
の
報

告
に
つ
い
て

②
上
半
期
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

誌
の
作
成
に
つ
い
て

③
無
担
保
ロ
ー
ン
融
資
要
項
（
三

菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ
コ
ス
型
）
の
制
定

に
つ
い
て

④
信
用
事
業
事
務
取
扱
手
数
料
徴

収
基
準
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑤
羽
生
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
受
変
電

設
備
改
修
工
事
に
つ
い
て

⑥
職
員
へ
の
年
末
賞
与
の
支
給
に

つ
い
て

全
議
案
と
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

税
務
法
律
相
談

２
月
１
日
に
行
田
で
開
催

【20235555289】

この資料は概要を説明したものです。詳細につきましては「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」により必ずご確認ください。

お申し込み・お問い合わせはお近くのJA窓口または、下記まで 市外局番（0532）
二 川 支 店
い な み 支 店
高 豊 支 店
大 津 支 店
中 央 支 店
高 師 原 支 店

41-0527
21-1020
21-2111
23-1351
25-7737
45-7182

福 岡 支 店
磯 辺 支 店
西 支 店
吉 田 方 支 店
前 芝 支 店
津 田 支 店

45-2463
45-5355
31-9168
31-2155
31-3381
52-4135

大 村 支 店
石 巻 支 店
北 支 店
東 田 支 店
岩 田 支 店

53-2283
88-1211
88-0104
64-2131
61-5178

JA豊橋

老後
2,000  

問題
万
円

※予定利率とは、共済掛金積立金を積み立てる際に適用されるあらかじめ定められた利率のことです。当共済に適用される予定利率は、ご契約当初5年は固定ですが、ご契約6年目以降は毎年見直されます。※ご契約時の予定利率は、毎年設定されます。したがってご契約時期によって適用される
予定利率が異なり、最低保証年金額が変更となる場合があります。※予定利率は共済掛金積立金にかかるものであり、お支払いいただいた共済掛金全体に対するものではありません。したがって、共済掛金全体に対する利回りは予定利率よりも低くなります。※最低保証予定利率とは、ご契約時に
定められ、ご契約6年目以降、共済期間を通して最低保証される予定利率のことです。最低保証予定利率は共済期間を通して変動しません。※上記の6年目以降の予定利率が１.44％の場合はあくまでも試算であり、将来の年金の受取額をお約束するものではありません。年金受取総額は年金受取
期間中に全期間受取された場合の受取総額を試算しています。※上記の金額は万円未満は切捨てて表示しております。※予定利率が最低保証予定利率を上回る水準が非常に小さい場合、最低保証年金額が増額されない場合があります。※最低保証年金額が6万円未満となる場合はお引き受けできま
せん。※共済掛金の払込方法はご契約後の変更ができません。ご契約の際には十分ご検討いただきますようお願いいたします。

※1「もしものとき」とは、死亡、所定の第1級後遺障害の状態、所定の重度要介護状態、または災害による所定の第2級～第4級の後遺障害の状態になられたときをいいます。　※2 学資金・満期共済金のお受取りの時期は、お子さまの誕生日ではありません。ご契約のお申込みの際は、お子さ
まの誕生日と契約日にご留意のうえ、学資金支払開始年齢「17歳」または「18歳」をお選びください。　※3 割りもどし金の額は年度ごとに変動し、経済情勢などによっては0となる年度もあります。　※4「後遺障害のとき」とは、所定の第1級後遺障害の状態、または所定の重度要介護状態にな
られたときをいいます。　※5 給付率は、ご契約者・お子さまの契約日の年齢、学資金支払開始年齢など契約内容によって異なります。

238万円
144万円
75万円
31万円
10万円

定期年金10年

②1.44％
89万円
51万円
23万円
6万円
3万円

①0.75％
838万円
624万円
435万円
271万円
130万円

②1.44％
689万円
531万円
383万円
246万円
123万円

①0.75％
年金受取総額 増加額（共済掛金累計と受取総額の差）

208万円
121万円
59万円
21万円
5万円

定期年金5年

②1.44％
76万円
41万円
16万円
2万円
1万円

①0.75％
808万円
601万円
419万円
261万円
125万円

②1.44％
676万円
521万円
376万円
242万円
121万円

①0.75％
600万円
480万円
360万円
240万円
120万円

20
30
40
50
60

年金受取総額 増加額（共済掛金累計と受取総額の差）共済掛金
累計

当初5年間の予定利率 6年目以降の予定利率

加入
年齢

試算
パターン

①

②

0.50％

0.50％

0.75％
（最低保証予定利率）

1.44％

性  別：男性╱共済掛金：月払1万円
プラン：70歳払込終了・70歳年金支払開始

年金支払開始年齢･
加入年齢･払込終了年齢の

範囲が幅広く
ライフプランに応じた柔軟な

保障設計が可能です。

特長 01

加入年齢［18歳～85歳］

年金額の増加が
期待でき、

一度増加した年金額
は減りません。

積立て感覚で
老後の生活資金が

手軽に
準備できます。

特長 02 特長 03

が受けられます。

特長 04

簡単な
告知でお申込み
できます。

特長 05
ライフロード5つの特長

JAの予定利率変動型年金共済

個人年金
保険料控除

お 子 さま の 学 資 金 づくりに 。

JAのこども共済

18歳 応当日

60万円

300万円

19歳 応当日

60万円
20歳 応当日

60万円
21歳 応当日

60万円
満期共済金※2

60万円

給付率 （給付総額÷払込共済掛金総額）

15歳 22歳
満期

3歳
ご加入

大学
ご入学

241,143円
2,893,716円
3,000,000円

約103.6％
●こども共済 学資金型

（大学プラン）

●3歳加入／ 22歳満期

●18歳学資金支払開始

●15歳共済掛金払込終了

●タイプ：基本型

●契約者：お父さま30歳

●主契約：共済金額
300万円

●特　約：指定代理請求特約

●共済掛金（年払い･口座振替扱い）
●払込共済掛金総額
●給付総額

病気または災害のとき保障します

共済掛金払込期間
●出生前加入特則：お子さまの出生予定日の140日前からご加入になれます。

満期まで保障は継続します

（2020年4月現在）

割りもどし金※3

払込期間中：経過年数に応じた額
（300万円×経過年数÷払込期間）

払込終了後：300万円

死亡のとき後遺障害のとき※4

学
資
金
※2

※5

※5

お
子
さ
ま
の 

万一の
保
障

このご契約例の場合

316,785円
2,851,065円
3,000,000円

約105.2％
●共済掛金（年払い･口座振替扱い）
●払込共済掛金総額
●給付総額

このご契約例の共済掛金払込終了年齢を
12歳とした場合

ご契約例

（令和2年4月現在）

ポイント1 ポイント2 ポイント3 ポイント4
高い貯蓄性と保障がバラ
ンスよく備わっていて、
効率的に資金準備でき
ます。

ご契約者（親族）がもしも
のとき、※1その後の共済
掛金はいただきません。
＊共済掛金払込免除不担保特則を付加す
る場合を除きます。

学資金のお受取りは、
進学時期に合わせた中学
·高校·大学プランからお
選びいただけます。

お子さま・お孫さまの
ために75歳までご契約
いただけます。

ご契約例

で推移した場合（令和2年度適用の予定利率）

この資料は概要を説明したものです。詳細については、「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」
を必ずご覧ください。【20118280345】

【行田市内物件】
資産管理行田営業所 ☎048-556-1171
※アパート仲介業務のみ

【羽生市内物件】
経済部資産管理課　 ☎048-563-3000

【加須市内物件】
資産管理加須営業所 ☎0480-61-0905

お問い合わせ先

物件情報は右記ＱＲコード
から当組合ＨＰにアクセス
してご覧ください。

入居者様
募集中

ＪＡ賃貸アパート

保障点検
実施中

新型コロナウイルス
感染拡大防止
について

JAほくさいの役職員は、組合員・利用
者の皆さまに安心してご利用いただける
よう、マスク着用・手指の消毒等を徹底
して業務にあたっております。

〈
日
時
〉　

２
月
１
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

※
相
談
時
間
は
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
行
田
中
央
支
店

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
経
済
部
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

❻



ＪＡ出資型農業法人
設立に関するアンケート
調査結果をご報告します

【アンケート調査結果】

ご協力ありがとうございました

　当組合では、管内の農業従事者の高齢化や後継者不足、遊休農地や耕作放棄地の増大など
が懸念される中で、営農支援・遊休農地の活用・担い手育成支援等の機能を備えた「JA出
資型農業法人」の設立に関する協議・検討を進めております。
　このたび、地域農業の抱える課題を的確に捉えるために一部の正組合員の皆さまにアン
ケートを行いました。とりまとめ結果について下記の通りご報告いたします。

　この結果を受けまして、ご要望の声が最も多かった羽生地区をモデル地区に選定し、規模
および作業内容などより具体的な内容を把握するための再調査（アンケート）を同地区で令
和２年12月に実施いたしました。
　法人設立に向けた今後の進捗状況については、順次誌面でご紹介してまいります。

☆調査対象
　正組合員総数（14,598人　14,291戸）
の約２割にあたる2,900人。営農計画書
の水田面積が３ha未満の方が対象。
☆調査方法
　対象農家を無作為に選定し、８月外務
デーでＪＡ職員が配布。郵便で回収。
☆回収率　61.2㌫（1,776件）

問：「今後、貸付・委託をする」を選んだ方は
　　どこへ委託しますか？

行田
20.1％
行田
20.1％

川里
25.8％
川里
25.8％

加須
24.5％
加須
24.5％

騎西
25.9％
騎西
25.9％

北川辺
20.4％
北川辺
20.4％

大利根
22.8％
大利根
22.8％

羽生
39.1％
羽生
39.1％

JA出資型
農業法人へ
委託する

問：後継者はいますか？

行田
70.6％
行田
70.6％

川里
55.3％
川里
55.3％

加須
66.7％
加須
66.7％

騎西
65.7％
騎西
65.7％

北川辺
56.6％
北川辺
56.6％

大利根
64.3％
大利根
64.3％

羽生
77.1％
羽生
77.1％

後継者
なし

問：将来の農業経営について

行田
24.0％
行田
24.0％

川里
16.9％
川里
16.9％

加須
27.1％
加須
27.1％

騎西
26.3％
騎西
26.3％

北川辺
25.3％
北川辺
25.3％

大利根
27.1％
大利根
27.1％

羽生
38.4％
羽生
38.4％

廃業する

※一部抜粋
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【
令
和
２
年
分
の
所
得
税
・
贈
与

税
及
び
消
費
税
の
確
定
申
告
に
つ

い
て
】

　

行
田
税
務
署
で
は
、
令
和
２
年

分
の
所
得
税
等
の
確
定
申
告
の
相

談
・
申
告
書
の
受
付
を
令
和
３
年

２
月
16
日
㈫
か
ら
３
月
15
日
㈪
ま

で
、
個
人
消
費
税
等
に
つ
い
て
は

同
年
３
月
31
日
㈬
ま
で
行
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
一
環
と
し
て
、
本
年
は
還

付
申
告
の
方
の
申
告
相
談
を
２
月

15
日
㈪
以
前
で
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。　

相
談
受
付
：
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　

午
後
４
時
ま
で

　
　
　
（
提
出
は
午
後
５
時
ま
で
）

相
談
開
始
：
午
前
９
時
か
ら

※　

混
雑
緩
和
の
た
め
、
会
場
へ

の
入
場
に
は
「
入
場
整
理
券
」

が
必
要
で
す
。
整
理
券
は
申
告

会
場
で
当
日
配
付
と
な
り
ま
す
。

な
お
、LIN
E

で
も
事
前
発
行

し
て
い
ま
す
。（
電
話
・
窓
口

で
の
入
場
整
理
券
の
事
前
発
行

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。）

※　

確
定
申
告
会
場
に
来
場
さ
れ

る
際
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て

い
た
だ
き
、
で
き
る
限
り
少
人

数
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※　

入
場
の
際
に
検
温
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
発
熱
（
37
・
５
度

以
上
）
等
の
症
状
の
あ
る
方
は

原
則
と
し
て
入
場
を
お
断
り
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※　

駐
車
場
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

【
閉
庁
日
の
相
談
】

　

行
田
税
務
署
で
は
、
２
月
21
日

㈰
及
び
２
月
28
日
㈰
に
限
り
、
熊

谷
税
務
署
と
合
同
で
確
定
申
告
書

用
紙
の
配
付
、
申
告
相
談
、
確
定

申
告
書
の
収
受
及
び
納
付
相
談
を

行
い
ま
す
（
現
金
納
付
の
窓
口
業

務
は
行
い
ま
せ
ん
。）。

　

こ
の
２
日
間
の
申
告
相
談
等
の

会
場
は
熊
谷
税
務
署
と
な
り
ま
す
。

行
田
税
務
署
で
の
業
務
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

【
確
定
申
告
書
等
作
成

　
　
コ
ー
ナ
ー
が
便
利
で
す
！
】

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご

利
用
い
た
だ
く
と
、
ご
自
宅
の
パ

ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ホ

か
ら
24
時
間
い
つ
で
も
申
告
書
を

作
成
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
作
成
し
た
申
告
書
は
、

ｅ
─
Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
（
Ｉ
Ｄ
・
パ

ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
送
信
又
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て

送
信
）、
印
刷
し
て
郵
送
の
い
ず

れ
か
に
よ
り
提
出
で
き
ま
す
。

※　

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
税
務

署
に
お
い
て
５
分
程
度
で
発
行

を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
取
得

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
運
転
免

許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き
の
本

人
確
認
書
類
を
ご
準
備
の
う
え
、

是
非
お
早
め
に
取
得
し
て
く
だ

さ
い
。

　　

令
和
２
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
は
、所
得
税
法
の
改
正
等（
ひ

と
り
親
控
除
、
給
与
所
得
控
除
、

基
礎
控
除
な
ど
）
が
多
数
あ
り
ま

す
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

こ
れ
ら
の
改
正
内
容
等
も
ご
確
認

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
消
費
税
の
申
告
を
さ
れ
る
方
】

　

消
費
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成

す
る
に
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日

以
降
の
取
引
に
つ
い
て
、
売
上
げ

や
仕
入
れ
等
を
税
率
（
軽
減
税
率

８
％
・
標
準
税
率
10
％
）
ご
と
に

区
分
し
て
記
帳
す
る
な
ど
の
経
理

（
区
分
経
理
）
を
行
っ
た
帳
簿
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
分
か
ら
は
、

消
費
税
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る

に
は
、
区
分
経
理
を
行
っ
た
帳
簿

に
基
づ
き
、「
課
税
取
引
金
額
計

算
表
」
の
作
成
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
消
費
税
の
仕
入
税
額
控

除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、

区
分
経
理
に
対
応
し
た
帳
簿
や
受

け
取
っ
た
請
求
書
な
ど
の
書
類
を

保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
納
税
は
口
座
振
替
を

　
　
還
付
金
は
口
座
振
込
み
で
】

　

所
得
税
と
個
人
事
業
者
の
消
費

税
に
つ
い
て
は
、
納
税
の
た
め
の

手
間
が
省
け
、
う
っ
か
り
納
期
限

を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
振

替
納
税
が
大
変
便
利
で
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
還
付

金
の
お
受
取
は
、
預
貯
金
口
座
へ

の
振
込
み
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
鴻
巣
市
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

上
尾
税
務
署
の
管
轄
に
な
り
ま

す
。
申
告
会
場
の
開
設
期
間
や

閉
庁
日
対
応
に
つ
い
て
は
、
異

な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で

鴻
巣
市
の
広
報
誌
な
ど
で
ご
確

認
願
い
ま
す
。

▼
お
問
合
せ

　
行
田
税
務
署

☎
０
４
８

－

５
５
６

－

２
１
２
１

　
上
尾
税
務
署

☎
０
４
８

－

７
７
０

－

１
８
０
０

所
得
税
・
贈
与
税
及
び

消
費
税
の
確
定
申
告
書

を
提
出
さ
れ
る
方
へ

預貯金からの振替日は

　所得税　　令和３年４月19日㈪
　　★現金納付の場合の納期限は3月15日㈪
　消費税　　令和３年４月23日㈮
   （個人事業者）
　　★現金納付の場合の納期限は３月31日㈬
◎振替日の2～3日前には、預貯金残高をお確かめください。
・預貯金残高不足等で引落しできない場合は、所得税は３月16

日から、消費税は４月１日から納付日まで、延滞税がかかり
ますのでご注意ください。

口座振替を利用すると…

国税庁ホームページ
確定申告特集
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当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９〜11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

おせち料理に！北川辺産レンコン
　ＪＡ北川辺支店管内で11月上旬からレンコンの出荷が始まりました。

　栽培するのは小曽根直司さんら３軒の農家。北川辺地区は市場出荷する県

内唯一のレンコンの産地です。

　小曽根さんはダイコク、コブシ、福だるま、金澄20号の４品種を90㌃で

栽培しており、１日の平均出荷量は約30㌜（１㌜５㌔）。おせち料理に欠か

せない食材とあり、12月24日から12月28日のピーク時には約100㌜を出

荷します。

　小曽根さんは「９月ごろの実が柔らかくあっさりした味わいの新レンコン

もいいですが、冬は身がしまって歯ごたえを楽しめます。」と話しています。

　出荷は５月上旬まで。県内と青森の市場に出荷します。

消費者と芋ほりで交流 ～騎西農産物直売所利用組合～
　騎西農産物直売所利用組合は、11

月14日に加須市中種足のほ場で「直

売所ふれあいまつり」を開きました。

日頃同直売所を利用する24組70名の

家族連れがサツマイモ掘りを楽しみま

した。

　このイベントは、店舗の活性化と販

売力の強化を目的に令和元年度から

行っています。今回は新型コロナウイ

ルス感染症に配慮し、参加者の集合時間を30分ずつずらして行いました。

　ほ場に案内された親子連れは、同組合役員に周りの土をスコップでかきよけても

らいながらシャベルで「べにはるか」を掘り起こしました。

　石川久雄組合長は「皆に喜んでいただけてとてもよい催しになった。今冬は畑にもみ殻を入れるなどして土づ

くりにはげみ、『３年目はさらにたくさん穫れた』と言ってもらえるようがんばりたい。」と話していました。

イベリスの出荷が始まりました
　11月上旬から川里花き出荷協議会でイベリスの出荷が始まりました。金平

糖のような純白の小花を咲かせる「イベリス」はアブラナ科の草花で、背丈が

低く耐寒性が高いことから冬から春にかけての花壇や寄せ植えのグラウンドカ

バーとして人気です。

　有限会社久保園芸では８万鉢を栽培しており、夏の間栃木県日光市に花苗を

移して栽培する「山あげ」を行うことで、普通栽培より２ヶ月以上早く出荷す

ることができます。

　久保純代表取締役社長は「今年の冬は、新型コロナウイルスの影響で『おう

ち時間』が増えるのでは。私たちの育てたイベリスで癒しのひと時をもってい

ただきたい。」話していました。

　イベリスは１月下旬まで全国の市場に出荷されます。

レンコンを収穫する小曽根さん

騎西農産物直売所利用組合役員の皆さん

出荷の準備をすすめる久保社長
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小・中学校などに除菌用アルコールジェルを寄贈
　ＪＡは11月初旬に管内の市立教育施設（小・中学校、幼・保育園など）に、除

菌用アルコールジェル（１本500ミリリットル）1,320本を贈りました。社会貢献

活動の一環で、ＪＡ共済連埼玉県本部からの支援を受けて実施しました。

　11月16日には加須市立騎西中学校で贈呈式を行い騎西中央支店の加藤浩行基幹

支店長が中里孝校長に手渡しました。アルコールジェル12本を受け取った中里校

長は「冬に備えて使用頻度も増えるはず。とてもありがたいです。」とお礼を述べ「生

徒用の昇降口などに置いて、日常の出入りの際に使わせたい。」と喜んでいました。

終活セミナーを開きました
　ＪＡは11月19日にＪＡアグリホールくきで終活セミナーを開きまし

た。騎西中央支店管内の60代から80代までの男女９人が、エンディン

グノートの書き方を通して終活を学びました。

　この講座は、ＪＡ自己改革の「地域の活性化」のための取り組みのひ

とつ。終活の基礎を学ぶことで、今後の人生の充実を図ってもらうこと

がねらいです。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、参加者はそれ

ぞれの前にアクリル板が立てられた席について受講しました。

　講師を務めた㈱パールトータルサービスの斎藤康正さんは「『若いから』『残すお金がないから』『家族の仲は

良いから』と無関心な人が多いが、今はいつ何があるか分からない時代。遺産が少額であってももめることのな

いように。」と呼びかけ、エンディングノートの作成を勧めました。

女性の意見をＪＡ運営に ～女性部員と意見交換会～
　ＪＡの常勤役員は、11月５日に本店でＪＡ女性部員との意見交換会

を行いました。

　ＪＡ自己改革の一環で、管内の農業生産に携わる多くの女性が参加す

る同部員の意見を積極的に取り入れることで、ＪＡ運営に生かし、「農

業生産の拡大」や「地域の活性化」に繋げるようという取り組みです。

　女性部からは長谷川タマ子部長と儘田光子副部長、梓沢幸子理事、江

田昌子監事が参加。ＪＡからは大塚宏組合長のほか、平井清敏副組合長、

吉田岳雄常務が出席しました。

　会議では、長谷川部長から直売所に関する提案があったほか、調理実

習室の新設や部員の固定化、高齢化問題などについて活発なディスカッションが行われました。

セルフ洗車機が新しくなりました
　ＪＡ行田給油所のセルフ洗車機が12月１日から新しくなりました。

同日リニューアルセレモニーを行い、ＪＡ大塚宏組合長らがテープカッ

トして完成を祝いました。

　新しい機種は、車の形を捉えるセンサーがこれまでの約４倍搭載され

ていることで洗い残しが少ない設計になっているほか、ガラス系のコー

ト剤での仕上げが可能になりました。また、クレジットカードでの支払

いにも対応しています。

　一番初めに利用したのは、同市内から訪れた水村政男さんです。新設

したティアラコート洗車を利用すると「これまで洗車機にかけた後ブラシでこすっていた部分もきちんときれい

になっていて驚いた。今月中にあと１、２回は訪れたい。」と話していました。

中里校長㊨にアルコールジェルを
手渡す加藤基幹支店長

大塚組合長㊨と意見を交わす長谷川部長
㊥、儘田副部長

テープカットする大塚組合長（左から２人
目）ら
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地域ぐるみで美味しい新米を
　羽生市食生活改善推進員協議会の会員が、日本農業新聞社発行のフリーペーパー

「フレマルシェ」をテキストに管内産の新米の炊き方を学びました。

　同会は、地域住民に対して生涯を通じた食育の推進や健康づくりの担い手として

健康的な食生活への提案を行っています。具体的な活動は料理教室の開催やイベン

トでの試食の配布などですが、今年は新型コロナウイルス感染拡大の影響でほとん

どの活動を見合わせていました。

　そこで、「コロナ禍でも将来地域のためになる活動を」と伊藤伊津子会長が発案。

県の「県産米消費拡大事業」を活用して同誌2020年秋号の中に掲載されている「新

米のおいしさを引き出す」特集を参考に、各家庭で「彩のかがやき」と「彩のきず

な」の食べ比べを行うことになりました。

　ＪＡ羽生農産物直売所で購入した２銘柄は、同会役員らによって冊子とともに、

11月下旬から12月下旬にかけて会員58名に配布されました。

みつか味噌の仕込みが始まりました
　北川辺農産物加工研究会（勝股一代会長）は、11月26日から「み

つか味噌」の仕込みを始めました。

　12月初旬までの８日間に仕込む味噌は約１㌧。原料は北川辺産「コ

シヒカリ」と加須産大豆「里のほほえみ」で、添加物は一切使用しな

い、自然の味をそのままに味わえる健康志向の味噌です。

　この味噌が誕生したのは平成５年。「これを食べたらほかのは食べ

られない」という多くのファンに支えられ、15名の会員が作り続け

ています。

　「みつか味噌」は、こしみそ594円、粒みそ540円（いずれも１パッ

ク750㌘、ともに税込み）。ＪＡ北川辺支店と北川辺農産物直売所で販売しています。

農耕用限定大型特殊免許の取得を目指して
　ＪＡでは、11月上旬からＪＡ全農さいたま行田センターで農耕用限定

大型特殊免許受験のためのトラクター練習会を行っています。

　平成31年４月から農作業機を装着した状態のトラクター（一定の条件

等を満たした場合）の公道走行が可能となりましたが、全幅1.7㍍を超え

るなどの場合は大型特殊免許が必要です。このため、ＪＡでは昨年３月か

ら参加者を募集。150名を超える申し込みがあり、順次講習会を開く予定

でしたが、新型コロナウイルス感染拡大を受けて見合わせていました。

　11月７日は午前の部と午後の部を合わせて19名が参加。ＪＡ職員のアドバイスを受けながら、模擬コースを

使っての実技講習に挑みました。

元和小児童が大利根営農経済センターを見学
　11月26日、ＪＡ大利根営農経済センターは、加須市立元和小学校（小

熊孝校長）の２年生の訪問を受けました。

　12名の児童が生活科の授業の一環として来店。職員から農業用倉庫の

説明を受けたり、フォークリフトで肥料を積み込む作業を見学したりして

理解を深めました。

　引率の教諭から「質問がある人」と声をかけられた子供たち。次々に手

をあげて「どうしてこんなにたくさんのお米が積まれているの」や「農協

は何をするところですか」、「どんな仕事をしているの」などの質問をしては、職員の回答を一生懸命ノートに書

き留めていました。

「フレマルシエ」と新米を手
にする伊藤会長（前列左）
とＪＡ大塚組合長（後列左）、
役員の皆さん

「こしみそ」㊧と
「粒みそ」

⓫



身近な地域の名所をご紹介します

ほくさい
彩発 見

ＳＦＡフットボールセンター
（愛称：彩の国ＫＡＺＯヴィレッジ）

加須市騎西598-1
公益財団法人 埼玉県サッカー協会

（https://www.saitamafa.or.jp/）

　旧県立騎西高校の校舎やグラウンドを利用し
て平成31年３月にオープンしました。
　県内のサッカーを中心とするスポーツの発展
や指導者、審判、選手の育成を目的に埼玉県サッ
カー協会が運営しています。
　照明設備も完備した２面のコートでは、週末
や平日の夜を中心に様々なチームが汗を流して
います。また、体育館はフットサルや柔道、剣
道などに利用できます。
※�新型コロナウイルスの影響で現在体育館の一般貸し
出しは中止されています。

備
前
堀
川

　

地
下
足
袋
の
こ
は
ぜ
し
っ
か
と
鍬
始
め　

大
利
根　

野
口　

勇
一

　

初
空
や
宇
宙
は
も
は
や
届
く
距
離　
　
　

行　

田　

荻
原　

増
夫

　

日
向
ぼ
こ
こ
れ
ぞ
余
生
の
至
福
か
な　
　

加　

須　

松
永　

喜
芳

　

初
夢
の
名
前
呼
ば
れ
た
と
き
目
覚
む　
　

騎　

西　

湯
橋　

信
子

　

遠
山
の
き
り
り
整
ふ
初
景
色　
　
　
　
　

川　

里　

黒
巣　

友
子

　

身
の
程
に
生
き
て
悔
い
な
し
去
年
今
年　

羽　

生　

五
月
女
文
子

　

日
め
く
り
の
養
生
訓
を
読
み
初
め　
　
　

騎　

西　

泉
津
井　

清

　

一
合
の
酒
を
賜
り
初
披
講　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

持
塚　

悦
夫

　

新
米
の
手
に
心
地
良
き
重
さ
か
な　
　
　

川　

里　

井
上
美
智
子

　

真
っ
先
に
師
の
句
眼
に
入
る
初
暦　
　
　

羽　

生　

五
十
嵐
弘
子

　

晴
れ
着
き
て
気
分
爽
快
里
帰
り　
　
　
　

騎　

西　

戸
田　

達
子

　

遠
き
日
の
母
い
つ
も
首
に
葱
巻
き
て　
　

行　

田　

永
沼
規
美
雄

　

二
階
で
は
何
か
引
き
摺
り
去
年
今
年　
　

羽　

生　

樋
口
登
美
子

　

マ
ス
ク
し
て
出
か
け
ず
に
居
る
雨
の
朝　

加　

須　

立
野
よ
り
子

　

な
だ
ら
か
な
稜
線
染
め
る
紅
葉
か
な　
　

羽　

生　

多
田
千
代
子

　

初
春
や
米
寿
迎
え
つ
恙
な
し　
　
　
　
　

行　

田　

蓮　
　

陽
子

　

騎
西
の
地
こ
こ
ろ
に
重
き
冬
の
虹　
　
　

騎　

西　

田
沼　

絹
子

　

玄
関
に
赤
く
灯
り
て
シ
ク
ラ
メ
ン　
　
　

羽　

生　

長
瀬　

三
男

　

利
根
も
み
じ
水
な
き
小
石
向
こ
う
岸　
　
　

〃　
　

平
井　

昭
政

　

し
の
っ
ぱ
れ
耕
作
放
棄
の
田
か
な
し　
　

加　

須　

内
田
喜
代
子

　

孫
か
ら
の
干
支
の
絵
楽
し
賀
状
か
な　
　

羽　

生　

杉
山　
　

榮

　
　
　
　

選
者
吟

　

恩
師
へ
の
賀
状
に
少
し
嘘
を
足
す　
　
　
　
　
　
　

野　

歩　

留

　

※
３
月
号
へ
の
投
句
は
、
１
月
25
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
３
４
８-

８
５
１
３　
　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農
販
売
課
（
住
所
不
要
）
宛

て
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
原
野
歩
留　

選

妻
に
も
お
年
玉
を
あ
げ
よ
う
と
思
う　
　
　

騎　

西　

中
島　

价
市

（評）
こ
の
よ
う
な
句
を
国
語
調
俳
句
と
言
う
。
し
か
し
破
調
で
も
無
く

ち
ゃ
ん
と
十
七
音
に
収
ま
っ
て
い
る
。
私
も
だ
が
長
年
連
れ
添
っ
た

妻
に
お
年
玉
を
あ
げ
た
記
憶
が
な
い
。
金
額
の
問
題
で
は
な
い
。
今

ま
で
の
苦
労
に
報
い
る
そ
の
気
持
ち
こ
そ
大
切
な
事
で
あ
る
。
平
明

な
気
負
い
の
な
い
作
品
に
新
鮮
さ
を
感
じ
た
。
但
し
こ
の
様
な
作
品

ば
か
り
作
っ
て
い
る
と
句
が
行
き
詰
ま
る
か
も
。

⓬



農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

施
設
野
菜
の
適
切
な

耕
種
的
防
除
・
物
理
的
防
除
を

化
学
農
薬
に
よ
る
防
除
に
限
界

　

施
設
野
菜
の
栽
培
で
は
、
コ
ナ

ジ
ラ
ミ
類
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
、
ア

ブ
ラ
ム
シ
類
等
の
害
虫
防
除
対
策

が
必
須
で
す
。

　

防
除
対
策
を
怠
る
と
ウ
イ
ル
ス

病
を
媒
介
し
栽
培
作
物
に
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
す
。

　

ま
た
、
病
気
に
対
し
て
も
早
期

発
見
や
予
防
散
布
を
怠
る
と
収
量

品
質
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
施
設
野
菜
で
は
、

化
学
農
薬
の
使
用
を
中
心
と
し
た

防
除
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
薬
剤
抵
抗
性
の
発
現

に
よ
っ
て
、
化
学
農
薬
の
防
除
だ

け
で
は
、
対
策
が
困
難
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
化
学
農
薬
に
よ
る

防
除
に
耕
種
的
防
除
、
物
理
的
防

除
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
病
害

虫
の
発
生
を
低
減
す
る
方
法
を
紹

介
し
ま
す
。

寒
さ
に
強
い
害
虫
ア
ザ
ミ
ウ
マ

　

写
真
は
、
本
年
度
粘
着
ト
ラ
ッ

プ
シ
ー
ト
を
用
い
て
管
内
の
き
ゅ

う
り
ハ
ウ
ス
周
辺
の
野
外
の
コ
ナ

ジ
ラ
ミ
・
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
の
発
生

量
を
調
査
し
て
い
る
様
子
で
す
。

　　

ま
た
、
表
１
は
、
10
月
20
日
か

ら
11
月
10
日
ま
で
の
シ
ー
ト
に
付

着
し
た
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
の
調
査
結

果
で
す
。
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
は
気
温

の
下
が
る
11
月
で
も
飛
翔
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。　

　

低
温
に
比
較
的
強
く
、
ミ
カ
ン

キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
で
は
、
マ
イ

ナ
ス
５
℃
の
低
温
が
3
日
間
続
い

て
も
約
50
％
は
生
存
し
ま
す
。

　

冬
期
に
作
付
け
が
終
わ
っ
た
施

設
を
し
ば
ら
く
無
加
温
で
開
放
す

る
だ
け
で
は
、
す
べ
て
の
害
虫
が

死
滅
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
ま
ず
は
ハ
ウ
ス
内

で
増
や
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
、

栽
培
が
終
わ
る
ま
で
薬
剤
防
除
を

徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。　

　

栽
培
終
了
後
は
、
夏
季
で
は
ハ

ウ
ス
内
温
度
が
45
℃
以
上
を
超
え

る
日
を
7
日
以
上
保
ち
、
蒸
し
込

み
に
よ
り
害
虫
を
死
滅
さ
せ
ま
す
。

耕
種
的
防
除
・
物
理
的
防
除

　

耕
種
的
防
除
と
は
、
栽
培
方
法

や
作
付
け
体
系
の
工
夫
、
抵
抗
性

品
種
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
病
害

虫
の
発
生
を
抑
制
す
る
方
法
で
す
。

　

近
年
、
種
苗
メ
ー
カ
ー
で
は
、

抵
抗
性
品
種
や
耐
病
性
品
種
の
改

良
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

抵
抗
性
と
は
、
病
原
菌
を
接
種

し
て
も
病
徴
が
出
な
い
く
ら
い
に

強
い
品
種
を
言
い
ま
す
。

　

耐
病
性
は
、
病
原
菌
が
少
な
け

れ
ば
発
病
し
な
い
、
ま
た
は
、
発

病
は
す
る
が
程
度
が
軽
い
、
感
染

は
す
る
け
ど
発
病
は
遅
い
レ
ベ
ル

を
言
い
ま
す
。

　

品
種
の
選
定
も
耕
種
的
防
除
と

し
て
検
討
す
る
価
値
が
あ
り
ま
す
。

　

物
理
的
防
除
と
は
、
防
虫
ネ
ッ

ト
な
ど
の
物
理
的
な
遮
断
や
色
、

光
熱
な
ど
の
利
用
に
よ
る
病
害
虫

防
除
の
方
法
で
す
。

　

物
理
的
防
除
に
つ
い
て
は
、
８

月
号
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
害
虫
の
隠
れ
場
所
と
し

て
、
意
外
に
多
い
の
が
観
賞
用
の

花
や
植
木
等
が
ハ
ウ
ス
内
に
置
い

て
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
植

物
は
、
ハ
ウ
ス
内
に
入
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

主
に
実
施
し
て
ほ
し
い
対
策

１　

作
物
残
渣
を
き
ち
ん
と
取
り

除
き
、
土
中
深
く
埋
め
る
な
ど
適

切
に
処
理
す
る
こ
と
。

２　

ハ
ウ
ス
内
外
の
雑
草
防
除
を

徹
底
す
る
こ
と
。

３　

野
菜
や
花
等
を
な
る
べ
く
ハ

ウ
ス
近
く
に
栽
培
し
な
い
こ
と
。

４　

白
い
光
反
射
資
材
や
防
草
シ

ー
ト
を
活
用
し
て
、
長
期
に
わ
た

り
雑
草
を
抑
え
る
こ
と
。

　

他
に
も
様
々
な
手
法
や
手
段
は

あ
り
ま
す
の
で
、
色
々
組
み
合
わ

せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

農
業
支
援
部

☎
０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

写真1　害虫調査の様子

表１ アザミウマ類の発生頭数
(粘着トラップシート１枚に付着した頭数)

写真２ 周辺雑草が害虫の住みか

調査期間 A地区 B地区 C地区

10月20日〜
10月30日 ９ 15 ６

10月31日〜
11月10日 ５ 19 16

⓮



二重マスの文字を
Ａ～Ｄの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
一
富
士
二
タ
カ
三
ナ
ス
ビ
は
、
何

に
見
る
と
縁
起
の
良
い
も
の
？

❷
キ
ャ
ン
バ
ス
の
大
き
さ
を
表
す
と

き
に
使
う
言
葉

❸
港
を
表
す
地
図
記
号
は
こ
の
形

❹
強
烈
な
悪
臭
が
す
る
液
を
お
尻
か

ら
噴
射
し
て
身
を
守
る
動
物

❺
１
／
１
０
０
は
セ
ン
チ
、
１
／ 

１
０
０
０
は

❼
な
ぜ
か
猫
が
入
り
た
が
る
物

❾
大
豆
や
緑
豆
の
種
子
を
暗
い
所
で

発
芽
さ
せ
た
物

⓫
物
事
を
す
る
の
に
ち
ょ
う
ど
良
い

頃
合
い

⓭
お
せ
ち
料
理
に
入
れ
る
煮
豆

⓯
鶴
は
千
年
、
―
―
は
万
年

⓰
ご
飯
の
こ
と
。
カ
レ
ー
―
―

⓱
ぬ
い
ぐ
る
み
に
詰
め
ま
す

⓳
ピ
ー
ヒ
ョ
ロ
ロ
と
鳴
く
大
き
な
鳥

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農

販
売
課
宛
送
付
（
住
所
の
記
入
は
不
要

で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
し
て
い
た
だ
く

場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
通

常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
３
年
１
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
12
月
号
の
答
〉

　

シ
ユ
ン
ギ
ク

タ
テ
の
カ
ギ

❶
羽
根
突
き
に
使
う
道
具

❹
す
ず
り
で
す
り
ま
す

❻
止
ま
ら
ず
次
に
進
む
こ
と

❼
重
さ
を
知
り
た
い
と
き
に
使
い
ま
す

❽
テ
レ
ビ
や
エ
ア
コ
ン
に
向
け
て
ボ

タ
ン
を
押
し
ま
す

❿
ご
飯
の
こ
と
。
焼
き
―
―

⓬
い
ん
い
ち
が
い
ち
、
い
ん
に
が
に
…

⓮
―
―
付
き
の
タ
イ
で
成
人
を
祝
っ

た⓱
車
が
動
き
だ
さ
な
い
よ
う
に
タ
イ

ヤ
に
か
ま
せ
ま
す

⓲
同
種
の
事
例
は
枚
挙
に
―
―
が
な

い⓴
凍
っ
た
場
合
は
氷
瀑
（
ば
く
）
と

呼
ば
れ
ま
す

㉑
ひ
も
の
―
―
が
固
く
て
ほ
ど
け
な

い
よ

☆
11
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。
ご

当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な
お
正
月
を
過
ご
し
ま
し
た
か
？
今
年
の
お
正
月

は
家
で
ゆ
っ
く
り
、
と
い
う
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

お
正
月
に
か
か
せ
な
い
お
せ
ち
料
理
。
あ
の
重
箱
に
は
め
で
た
い
こ

と
を
重
ね
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
今
年
の
干
支
は
丑
。
丑
年
に
は
、
古
来
よ
り
日
本
の
農
業
に

お
い
て
人
間
の
力
と
な
っ
て
き
た
牛
の
姿
か
ら
、
苦
難
に
耐
え
、
新
た

な
発
展
を
迎
え
る
芽
吹
き
の
年
と
い
う
い
わ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

何
か
と
暗
い
話
題
の
多
か
っ
た
昨
年
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
を
乗
り
越
え
、
年
末
に
は
笑
っ
て
過
ご
せ
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

Ｓ
・
Ｆ

編
集
後
記

2021

☆
関
口　
照
男
さ
ま
（
行
　
田
）

☆
秋
山　
豊
子
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
小
川　
恭
佳
さ
ま
（
羽
　
生
）

☆
秋
山　
輝
雄
さ
ま
（
加
　
須
）

☆
斉
藤　
定
良
さ
ま
（
騎
　
西
）

☆
佐
藤
喜
久
男
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
小
林　
教
子
さ
ま
（
大
利
根
）

☆
橋
本
千
恵
子
さ
ま
（
大
利
根
）

⓯
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